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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポンプ（１５０）に連結された電動機（１２０）を備える電動機ポンプ（１００）であ
って、当該電動機（１２０）は電動機本体（１２２）と、固定子（１４０）と、前記ポン
プ（１５０）の羽根車（１５２）に連結された回転子（１３２、２３２）とを有し、
　前記電動機（１２０）は、さらに、前記電動機本体の外壁のうちの１つ（１２２Ａ）か
ら前記電動機本体（１２２）の内側に向かって延在し、これにより前記電動機本体（１２
２）の内側を２つの空洞に分離するものである円筒要素（１２４、２２４）を有し、当該
空洞は、前記回転子（１３２、２３２）を収容することができる円筒要素（１２４、２２
４）の内側の第１の円筒空洞（１２８）と、前記固定子（１４０）を収容することができ
る前記円筒要素（１２４、２２４）の外側の第２の空洞（１３０）とを含むのであり、
　前記円筒要素（１２４、２２４）は、第２の端部（１２５ｂ）に対向する第１の開放端
部（１２５ａ）を有し、前記円筒要素（１２４、２２４）は前記電動機本体（１２２）の
外壁（１２２Ａ）に位置し、これにより前記第１の円筒空洞（１２８）は前記円筒要素（
１２４、２２４）の内側に前記回転子（１３２、２３２）を挿入するように外側に解放さ
れるものであり、
　前記電動機ポンプ（１００）において、前記回転子（１３２、２３２）は少なくともそ
の長さの一部に対して、前記円筒要素（１２４、２２４）の内部断面に本質的に対応する
円形断面を有し、これにより前記回転子（１３２、２３２）は前記円筒要素（１２４、２
２４）に接触し、その結果前記回転子（１３２、２３２）と前記円筒要素（１２４、２２
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４）との間に摩擦が生じるものであり、
　前記回転子（１３２、２３２）が回転するとき、前記回転子（１３２、２３２）はシャ
フトレスとなり、かつ前記ポンプ（１５０）の羽根車（１５２）に軸方向に直接連結され
るものであり、
　前記電動機ポンプは、前記円筒要素（２２４）の側面上に位置付けられたダクトであっ
て、前記円筒要素（２２４）と前記ダクト（２２９）との間の連通の長手方向のスロット
（２２８）を画定するものである前記ダクト（２２９）をさらに有し、前記ダクト（２２
９）は前記ポンプ（１５０）と連通し、これにより前記ポンプ（１５０）によって送出さ
れる流体は、前記ダクト（２２９）内に入り、前記回転子（２３２）と前記円筒要素（２
２４）との間の接触領域を潤滑および／または冷却することが可能なものである
　ことを特徴とする電動機ポンプ（１００）。
【請求項２】
　請求項１記載の電動機ポンプにおいて、前記円筒要素（１２４、２２４）の内側に収容
された前記回転子（１３２、２３２）の全部分は、前記円筒要素（１２４、２２４）の内
部断面に対応する円形断面を有し、これにより前記円筒要素（１２４、２２４）の内側に
収容される前記回転子のすべての部分が前記円筒要素（１２４、２２４）に接触されるも
のであることを特徴とする、電動機ポンプ。
【請求項３】
　請求項２記載の電動機ポンプにおいて、前記回転子（１３２、２３２）は前記円筒要素
（１２４、２２４）の長さ以上の長さを有し、これにより前記回転子は本質的に前記円筒
要素（１２４、２２４）の内側の第１の空洞（１２８）全体を満たすものであり、これに
より前記円筒要素（１２４、２２４）と前記回転子（１３２、２３２）との間に空間又は
空隙がなく、かつ前記回転子（１３２、２３２）と前記円筒要素（１２４、２２４）との
間で、前記円筒要素（１２４、２２４）の前記第１の空洞（１２８）の全長に対して、摩
擦接触が生じることを特徴とする、電動機ポンプ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の電動機ポンプにおいて、前記円筒要素（１２４、２２
４）は、自己潤滑でかつ耐摩耗な材料で作成されていることを特徴とする、電動機ポンプ
。
【請求項５】
　請求項４記載の電動機ポンプにおいて、前記自己潤滑でかつ耐摩耗な材料は、高分子材
料であることを特徴とする、電動機ポンプ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の電動機ポンプにおいて、前記円筒要素（１２４、２２
４）は、その第１の端部においてカラー（１２７）を備え、前記電動機本体（１２２）は
、前記カラー（１２７）の形状及び寸法に対応する形状及び寸法を備える開口部（１２３
）を有し、これによって、前記円筒要素（１２４、２２４）を前記電動機本体（１２２）
の内側に挿入することによって前記カラー（１２７）が前記電動機本体（１２２）の開口
（１２３）を閉鎖することを特徴とする、電動機ポンプ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の電動機ポンプにおいて、前記回転子（１３２、２３２
）は、少なくとも１つの永久磁石（１３４）を備えることを特徴とする、電動機ポンプ。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の電動機ポンプにおいて、前記固定子（１４０）は、前
記円筒要素（１２４、２２４）に面する少なくとも２つの磁極片（１４２Ａ、１４２Ｂ）
を画定する少なくとも１つの固定子パック（１４２）と、前記少なくとも２つの磁極片（
１４２Ａ、１４２Ｂ）において、磁界、次いで少なくとも２つの磁極を生成する少なくと
も１つの電気的な巻き線（１４４）とを備えることを特徴とする、電動機ポンプ。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の電動機ポンプにおいて、前記ダクト（２２９）は、ま
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た、前記回転子（２３２）と前記円筒要素（２２４）の底部（２２６）との間にはさまれ
た領域と連通するものであり、前記回転子（２３２）は、貫通穴（２３７）も備え、これ
により前記円筒要素（２２４）の底部（２２６）と前記回転子（２３２）との間に到達す
る前記流体は、前記回転子（２３２）を通過し、次いで出ることが可能なことを特徴とす
る、電動機ポンプ。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の電動機ポンプにおいて、前記ポンプ（１５０）は、そ
の内側に前記ポンプ（１５０）の羽根車（１５２）が収容されるポンプ本体（１５４）を
備え、前記ポンプ本体（１５４）は、送出される前記流体がそれを通して吸い込まれる吸
い込み口（１５６）と、前記送出される流体がそれを通して出る出口（１５８）とを備え
、前記ポンプ本体（１５４）の内側は、前記吸い込み口（１５６）と前記出口（１５８）
とを接続する流路（１６２）を画定し、前記吸い込み口（１５６）および前記出口（１５
８）の寸法以上の寸法を有し、これにより前記吸い込み口（１５６）を通って前記ポンプ
本体（１５４）の内側に入り込んだあらゆる異物は、前記流路（１６２）を通過して前記
出口（１５８）から出ることが可能なことを特徴とする、電動機ポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポンプの動作のための同期電動機に関する。
【０００２】
　本発明はまた、ポンプに連結された同期電動機を備える電動機ポンプに関する。
【背景技術】
【０００３】
　水槽用のポンプ、例えば洗濯機および食器洗い機などの家電製品用ポンプなどのポンプ
の動作のために同期電動機を使用することは周知である。
【０００４】
　同期電動機は、固定子および回転子をその中に収容する電動機本体を備える。
【０００５】
　固定子は、通常磁石の積層体の積み重ねであり、１つ以上の電気的な巻き線がその上に
巻かれている固定子パックを備える。固定子パックは、回転子がその内側に位置する、少
なくとも２つの磁極片を有する。次いで、固定子は電動機の誘導子を形成する。
【０００６】
　回転子は、通常円筒形の永久磁石からなり、電動機の電機子を構成する。
【０００７】
　電気的な巻き線に電力を供給することによって、固定子パックに磁束が生成され、した
がって磁極片において磁極が生成され、これが回転子の磁界と相互作用して、ひいては回
転子の回転を起こす。
【０００８】
　回転子は、通常中央に穴があいており、その内側にシャフトが強固に挿入されかつ固定
される。シャフトは、その２つの端部において、電動機本体内に形成された空洞の内側に
強固に取り付けられたそれぞれのブッシュによって支持される。ポンプの羽根車は、シャ
フトの２つの端部のうちの１つに固定される。
【０００９】
　図１に示すような先行技術のいくつかの電動機では、固定子部分を回転子部分から絶縁
するために円筒要素が使用され、これにより固定子の電気的な巻き線が送出される液体に
接触するのを妨げる。この図では、ポンプ５０に連結された電動機２０を備える先行技術
の電動機ポンプ１０が示される。
【００１０】
　電動機２０は、壁によって区切られた電動機本体２２を備える。円筒要素２４は、電動
機本体２２の上壁２２Ａから開始して内側に向かって延在し、２つの端部、すなわち、壁
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２２Ａに面し、外側にむかって開く第１の端部２４ａと、電動機本体２２の内側に面し、
底部２６によって閉止される第２の端部２４ｂとを有する。したがって、円筒要素２４は
、２つの空洞、すなわち円筒要素２４の内側の第１の空洞２８と、円筒要素２４の外側で
あるが、電動機本体２２の内側に含まれる第２の空洞３０とを画定する。
【００１１】
　磁石を含む回転子３２は、第１の空洞２８内に収容されるが、一方で固定子は、第２の
空洞３０内に収容され、その磁極片３４が、図１に示される。
【００１２】
　回転子３２は、回転子３２の中心に作成された穴の内側に挿入されかつ固定される、シ
ャフト３６を備える。シャフト３６は、２つの端部、すなわちポンプ５０の羽根車５２が
その上に固定される第１の端部３６ａと、円筒要素２４の底部２６の上に形成される座２
６ａの内側に収容される第２の端部３６ｂとを有する。
【００１３】
　シャフト３６の回転子３２と羽根車５２との間の部分は、ブッシュ３８内に挿入され、
シャフト３６は自由に回転できる。ブッシュ３８は、円筒要素２４の内側に、ガスケット
４０（例えば、Ｏリング）によって固定される。
【００１４】
　ポンプ５０は、電動機本体２２の上に載置されたポンプ本体５４を備え、羽根車５２は
その内側に収容される。
【００１５】
　固定子の電気的な巻き線に電力を供給することによって、磁極片３４において磁極が生
成され、回転子磁石３２の磁界と相互作用することにより、これは回転子３２に回転を与
え、したがって羽根車５２にも回転を与える。
【００１６】
　示されるように、円筒要素２４のおかげで、固定子を収容する第２の空洞３０は、完全
に閉鎖され、したがって電気的な巻き線は完全に絶縁される。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
（先行技術文献）
　（特許文献）
　　（特許文献１）　独国特許出願公開第１８１１４３０号明細書
　　（特許文献２）　仏国追加特許発明第６９９４４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、まさに記述したこの先行技術の実施形態は、いくつかの欠点を有する。
【００１８】
　まず最初に、回転子から羽根車へ運動を伝達するためのシャフト、シャフトをその内側
に挿入し固定する穴付きの回転子、シャフトの一端を支持するためのブッシュ、およびシ
ャフトの他端を支持するための筐体座を構築しなければならないため、この実施形態は大
変複雑である。加えて、これらの要素すべてを構築した後、これらを互いに載置する必要
がある。次いで、個々の部品を得るための製造コスト、およびこれらの組み立てコストの
両方が高価である。
【００１９】
　次いで、時間とともに、および摩耗に起因して、一部の構成要素は故障する場合があり
、かつ電動機ポンプの正しい動作を中断する場合があることは避けられず、特別な人員の
介入のためのコストも必要になる。
【００２０】
　特に、ガスケット４０は、ポンプ本体と接触するので、場合によっては汚れており、ま
たは攻撃的でさえある、送出される流体とも接触する。事実、洗濯機の排水は、ガスケッ
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トを容易に攻撃し、浸食する、化学的に攻撃的な洗剤を含み、したがってこれらを頻繁に
交換しなければならず、明白に不便を生じる。
【００２１】
　さらに、第１の円筒空洞２８と回転子３２との間に、空間、すなわち空気室が画定され
、これはより詳細には回転子３２と円筒要素２４の底部２６との間の第１の空気室と、回
転子３２とブッシュ３８との間の第２の空気室とである。
【００２２】
　次いで、第２の空気室は、円筒要素２４と回転子３２との間に画定された空間を通して
相互に連通する。
【００２３】
　これらの空気室は、
　電動機の絶え間ない起動および停止と、
　送出される液体の温度の変動（例えば、洗濯機または食器洗い機の電動機ポンプの場合
、液体は、室温か、加熱されているかのいずれかである可能性がある）と、
に起因して、羽根車本体に含まれる液体を吸い込むミニポンプとして機能することが、出
願者らによって確立された。しかし、ガスケット４０が使用されるという事実にもかかわ
らず、上記のように、シールが摩耗することおよび送出される液体により攻撃されること
に特に考慮しなければならない場合、これらの空気室は、羽根車本体に含まれる液体を吸
い込む可能性がある。
【００２４】
　したがって、洗剤、洗浄剤などの液体に含まれる不純物、および洗濯機または食器洗い
機のための電動機ポンプの場合の様々な不純物は、回転子を収容する空洞の内側に入り込
み、時間とともに蓄積し、空洞の内側の回転子の正しい回転を妨げ、ひいては回転子に、
詰まりまたは修理不可能な損傷を生じさせる。
【００２５】
　これは、電動機の停止に起因する問題を生じさせ、その結果、損傷した電動機ポンプの
保守またはさらには交換のために、高いコストが発生する。　
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明の目的は、引用した先行技術を参照して上述した欠点を除去することであり、特
に電動機を形成する様々な構成要素の急速な摩耗を回避することであるが、特には、空洞
内に入り込む可能性がある不純物に起因して、回転子が正しくなく機能すること、または
さらに詰まる、または故障することを避けることである。
【００２７】
　これらの目的は、請求項１による電動機ポンプによって達成される。
【００２８】
　このようにして、先行技術の電動機と比較すると、駆動シャフトがなく、シャフトを挿
入するために回転子に穴をあける必要がなく、シャフトの端部がその中で回転する、ブッ
シュまたは他の支持体を構築する必要がないので、電動機の構築設計は、相当に単純化さ
れる。
【００２９】
　単に、回転子のみを実現し、これを羽根車に軸方向で直接連結する必要があるだけであ
る。
【００３０】
　事実、少なくともその長さの一部に対して、回転子は、その内側に回転子が収容される
円筒要素の円筒形の空洞に対応する部分を有し、回転子は、その内側に回転子が挿入され
る円筒要素によって直接支持されるので、いかなる支持も必要ないことに留意されたい。
【００３１】
　換言すれば、回転子自体がシャフトとして動作し、ブッシュは、回転子がその内側で回
転する円筒要素によって置き換えられる。　
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【発明の効果】
【００３２】
　この構造の単純さのおかげで、かかる電動機の生産時間は相当短縮され、製造コストも
相当抑えられる。
【００３３】
　さらに、回転子と円筒要素との間の接触部の直径は、先行技術の電動機の駆動シャフト
とブッシュとの間の接触部の直径よりもずっと大きく、したがって接触面はずっと広い。
【００３４】
　その結果、接触圧力はごく限られ、このため摩耗が著しく低減する。このようにして、
電動機の耐用年数は著しく延びる。
【００３５】
　さらに、回転子の長さの少なくとも一部に対して、回転子と円筒要素との間に直接接触
があるという事実により、流体は回転子を収容する空洞の内側に入り込むことができない
。したがって、回転子は、送出される流体に含まれる不純物に起因する機能不全または詰
まりを受ける可能性があるというリスクがない。
【００３６】
　好ましくは、前記円筒要素内に収容される回転子のすべての部分は、前記円筒要素の内
部断面に対応する円形断面を有し、これにより、前記円筒要素の内側に収容される回転子
のすべての部分は、前記円筒要素に接触する。
【００３７】
　特に、前記回転子は、前記円筒要素の長さと同じまたはそれより長い長さを有し、それ
により回転子は前記円筒要素の内部空洞全体と実質的に組み合わせられ、それにより前記
円筒要素と前記回転子との間には空間または空洞はなく、回転子と円筒要素との間の摩擦
接触が前記円筒要素の第１の内部空洞の全長に対して生じる。
【００３８】
　回転子が収容されている空洞と完全に組み合わせられる場合、まず最初にたいへん広い
表面上で接触が生じ、上述の利点が増加するが、とりわけ不純物が空洞の内側に入り込む
可能性はないことが明白である。
【００３９】
　これは、空洞全体が回転子に組み合わせられるためだけでなく、とりわけ回転子と空洞
との間に空気室がなく、上述のようにポンプ効果が、空洞内に送出される不純物を含んだ
流体を引き戻す可能性がある効果をもはや発生しないことにもよる。流体はもはや内側に
引き戻されないので、回転子と収容する空洞との間に不燃物の堆積はない。
【００４０】
　電動機は、もはや損傷を受けず、またはさらなる機能不全がなく、耐用年数は相当延長
される。
【００４１】
　本発明のこれらおよび他の有利な特徴は、例示としてのみ提供され、限定ではない実施
形態の以下の記述からより明白になり、これは以下の図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】図１は、先行技術のいくつかの電動機を示すものである。
【図２】図２は、本発明による電動機ポンプの断面図を示すものである。
【図３】図３、図４、および図５は、分解図で図２の電動機ポンプを示す断面図であり、
特に、ポンプ本体、円筒要素の内側に収容される羽根車付きの回転子、および電動機本体
をそれぞれ示すものである。
【図４】図３、図４、および図５は、分解図で図２の電動機ポンプを示す断面図であり、
特に、ポンプ本体、円筒要素の内側に収容される羽根車付きの回転子、および電動機本体
をそれぞれ示すものである。
【図５】図３、図４、および図５は、分解図で図２の電動機ポンプを示す断面図であり、
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特に、ポンプ本体、円筒要素の内側に収容される羽根車付きの回転子、および電動機本体
をそれぞれ示すものである。
【図６】図６および図７は、図４の詳細、すなわち、羽根車付きの回転子、および回転子
を含むことができる円筒要素を示す断面図を示すものである。
【図７】図６および図７は、図４の詳細、すなわち、羽根車付きの回転子、および回転子
を含むことができる円筒要素を示す断面図を示すものである。
【図８】図８は、図２の電動機ポンプの固定子の中に収容される、羽根車付きの回転子の
斜視図を示すものである。
【図９】図９、図１０、および図１１は、図８に含まれるもの、特に、それぞれ羽根車付
きの回転子、円筒要素、および固定子を分解図で図示する斜視図を示すものである。
【図１０】図９、図１０、および図１１は、図８に含まれるもの、特に、それぞれ羽根車
付きの回転子、円筒要素、および固定子を分解図で図示する斜視図を示すものである。
【図１１】図９、図１０、および図１１は、図８に含まれるもの、特に、それぞれ羽根車
付きの回転子、円筒要素、および固定子を分解図で図示する斜視図を示すものである。
【図１２】図１２は、円筒要素およびその中に含まれる回転子に関する本発明の変形を図
示する斜視図を示すものである。
【図１３】図１３および図１４は、図１２の円筒要素の斜視図であり、それぞれ全体で、
および部分的に断面で示されるものである。
【図１４】図１３および図１４は、図１２の円筒要素の斜視図であり、それぞれ全体で、
および部分的に断面で示されるものである。
【図１５】図１５および図１６は、図１２の円筒要素の斜視図であり、それぞれ全体で、
および部分的に断面で示されるものである。
【図１６】図１５および図１６は、図１２の円筒要素の斜視図であり、それぞれ全体で、
および部分的に断面で示されるものである。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　図２で、１００で一般的に示されるのは、ポンプ１５０に連結された同期電動機１２０
を備える、水槽用ポンプまたは洗濯機および食器洗い機などの家電製品用ポンプなどの電
動機ポンプである。
【００４４】
　電動機１２０は、図５により良好に図示される電動機本体１２２を備え、これは壁、特
に円形開口部１２３が形成される上壁１２２Ａによって区切られる。
【００４５】
　図７および図１０は、電動機本体１２２の内側に挿入される円筒要素１２４を詳細に示
し、円筒要素は、２つの対向する端部、すなわち第１の開放端１２５ａと、底部１２６に
よって閉鎖された第２の端部１２５ｂとを有する、管状要素１２５によって形成される。
【００４６】
　カラー１２７は、上壁１２２Ａに作成された円形開口部１２３に対応する寸法で管状要
素１２５の第１の端部１２５ａ上に載置され、よって、円筒要素１２４を電動機本体１２
２内に挿入することによって、カラー１２７は円形開口部１２３を閉鎖する。カラー１２
７の上に周囲の陥凹部１２９が作製され、その機能は、以下に記述される。
【００４７】
　ポンプ本体１２２の内側の円筒要素１２４は、したがって２つの空洞、すなわち円筒要
素１２４の内側の第１の空洞１２８と、円筒要素１２４の外側だが電動機本体１２２の内
側である第２の空洞１３０とを画定する。
【００４８】
　回転子１３２は、第１の空洞１２８の内側に収容され（図４を参照のこと）、一方で固
定子１４０は第２の空洞１３０内に収容される（図８を参照のこと）。
【００４９】
　図４および図６により良好に図示されるように回転子１３２は、円筒要素１２４の形状
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に対応する形状を有し、これにより回転子１３２を円筒要素１２４内側に挿入して第１の
空洞１２８を完全に充填することができる。したがって、回転子１３２は、その回転の間
、その外側の円筒状表面全体に沿って円筒要素１２４によって支持される。
【００５０】
　回転子１３２は、磁石１３４を含み、かつその一端部１３２ａで、ポンプ１５０の羽根
車１５２に軸方向で直接連結される。端部１３２ａにおいて羽根車１５２に連結された回
転子１３２は、円周状の陥凹部１２９の寸法に対応する寸法の、円筒要素１２４上に形成
された円周状の突起部１３６を有する。円筒要素１２４内に回転子１３２を挿入すること
により、円周状の突起部１３６は、円周状の陥凹部１２９内に入り、これはしたがって、
回転子１３２と円筒要素１２４との間の相対的な回転に対する案内部として機能する。
【００５１】
　図１１に示すように、固定子１４０は、２つの磁極片１４２Ａ、１４２Ｂと、巻かれた
電気的な巻き線１４４を有する磁性材料の固定子パック１４２とを備える。
【００５２】
　ポンプ１５０は、羽根車１５２がその内側に収容されるポンプ本体１５４を備える。
【００５３】
　図３により明確に見ることができるように、ポンプ本体１５４は、送出される液体がそ
こを通って吸い込まれる入口すなわち吸い込み口１５６と、送出される液体がそこを通っ
て排出される出口１５８とを含む。
【００５４】
　ポンプ本体１５４は、円筒要素１２４のカラー１２７に対応する寸法を有する円形開口
部１６０も含む。これにより、ポンプ本体１５４を電動機本体１２２上に載置することに
よって、円形開口部１６０はカラー１２７によって閉鎖される。
【００５５】
　羽根車１５２が内側に挿入されたとき、ポンプ本体１５４の内側には、吸い込み口１５
６を出口１５８へ接続し、かつ吸い込み口１５６および出口１５８の寸法と等しいかまた
はそれより大きい寸法を有する液体の流路１６２（図２を参照のこと）が画定される。こ
のようにして、吸い込み口１５６を通してポンプ本体１５４の内側に入り込む場合がある
任意の異物は、流路１６２を横切って、出口１５８から排出することができる。
【００５６】
　電動機ポンプの組み立てのためには、
　固定子１４０を電動機本体１２２内に挿入し、
　円筒要素１２４を電動機本体１２２内に挿入し、これによりカラー１２７は電動機本体
１２２の円形開口部１２３を閉鎖し、
　羽根車１５２付きの回転子１３２を、円筒要素１２４の内側に挿入し、これにより円周
状の突起部１３６が円周状の陥凹部１２９の内側に挿入され、
　ポンプ本体１５４を電動機本体１２２の上に載置し、これにより、ポンプ本体１５４の
円形開口部１６０は円筒要素１２４のカラー１２７によって閉鎖されれば十分である。
【００５７】
　留意されるように、電気的な巻き線１４４付きの固定子１４０は、完全に絶縁された、
電動機本体１２２の第２の空洞１３０の内側に収容され、これにより、液体が入り込み、
かつ電気的な巻き線１４４に接触する可能性がない。
【００５８】
　固定子１４０の電気的な巻き線１４４に電源を供給することによって、磁極片１４２Ａ
、１４２Ｂにおいて磁極が発生し、これらは回転子１３２の磁石１３４の磁界と相互作用
して回転子１３２を回転させ、したがって羽根車１５２を回転させる。
【００５９】
　回転子１３２は、平坦な軸受として作用する円筒要素１２４の内側で回転する。円筒要
素１２４は、高分子材料などの自己潤滑で耐摩耗な材料から作成されるのが好ましい。
【００６０】
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　かかる電動機の構築は、その実現のために必要な構成要素数が少ないことに起因して大
変単純である。したがって、構築の時間およびコストは、相当減少する。
【００６１】
　回転子１３２は、円筒要素１２４の第１の空洞１２８に完全に組み合わせられ、これに
よって、回転子１３２と円筒要素１２４との間の接触表面が顕著になり、次いで回転子が
円筒要素１２４の内側に適切に支持されることを、留意することができる。この特徴のお
かげで、回転子の動作は、より整然とし、かつ摩耗は減少される。
【００６２】
　さらに、以下の大変重要な特徴、すなわち円筒要素１２４と回転子１３２との間に、空
間または空気室がないため、上述のいわゆるポンプ効果が生じず、したがって、前に説明
したように機能不全および故障のもとである、送出される液体に含まれる不純物が円筒要
素１２４内に入り込むのを回避することが留意されなければならない。
【００６３】
　構築の単純性のおかげで、回転子と円筒要素との間の大きい接触面、および回転子を収
容する空洞内に空気室がないために、電動機は、極めて信頼性が高く、かつその耐用年数
は先行技術の電動機に対して相当増加する。
【００６４】
　回転子１３２と円筒要素１２４との間の接触に起因して、固定子１４０と回転子１３２
との間に存在するエアギャップが、可能な最小限まで減少し、かかる条件では固定子１４
０の磁界および回転子１３２の磁界が、緊密に結合することも、考慮されるべきである。
その結果、固定子１４０の電気的な巻き線に供給される電圧とその間を通過する電流との
間の位相角φはごくわずかであり、これは０に極めて近く、その結果いわゆる力率ｃｏｓ
φは、本質的に１に等しい。このようにして、巻線１４４内の電流は、可能な最小限であ
り、したがって、ジュール効果による電気的な損失は、最小限に減少される。このように
することにより、電動機の効率は高く、既知の電動機と同一の電力により、より多くの電
力を吸収するポンプを動作することができる。
【００６５】
　図１２は、本発明の変形を示し、特に円筒要素２２４の内側に挿入された回転子２３２
を示す。
【００６６】
　図１３および図１４により良好に示されるように、円筒要素２２４は円筒要素１２４と
同様であり、すなわちカラー２２７を備える管状要素２２５を有する。管状のダクト２２
が管状要素２２５のそばに配置され、かつこれは同じ長さだがより小さい断面を有する。
管状要素２２５の内側をダクト２２９の内側に接触させる、長手方向のスロット２２８が
、管状要素２２５とダクト２２９との間の接触領域に２つの要素の全長にわたって形成さ
れる。
【００６７】
　図１２、図１５、および図１６から見られるように、回転子２３２は、磁石２３４がそ
の上に載置される中央ピン２３３を備える一方で、羽根車１５２がピン２３３の自由端２
３３Ａに載置される。ピン２３３は、軸方向の貫通穴２３７を有する。
【００６８】
　図１２に示すように、回転子２３２の長さは管状要素２２５の長さより短く、したがっ
て、回転子２３２は、管状要素２２５の底部２２６から離間される。
【００６９】
　図１２では、円筒要素２２４を外部で包囲する固定子２４０が示される。
【００７０】
　ポンプが動作されるとき、回転子２３２は管状要素２２５の内側で回転し、回転子２３
２に連結された羽根車１５２は、送出される液体をダクト２２９内へと押し、長手方向の
スロット２２８のおかげで、液体は回転子２３２に接触し、回転子２３２と管状要素２２
５との間の接触領域の冷却および潤滑の両方を可能にする。
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【００７１】
　回転子２３２は管状要素２２５の底部から離間されているため、スロット２２８を通る
液体は、回転子２３２の下の領域内で管状要素２２５の内側へ進み、次いで回転子２３２
の貫通穴２３７に沿って上がり、最終的にピン２３３の自由端２３３Ａから排出される。
このようにして、液体の強制的な循環が作り出され、これは長手方向のスロット２２８の
中へ、そして回転子２３２と管状要素２２５との間の接触領域内に入る液体の量を相当に
増加させる。これは、回転子と管状要素との間に摩擦がある領域を、効果的に冷却および
潤滑する。
【００７２】
　最後に、機能的にまたは概念的に同等であるいかなる変形または修正も、本発明の範囲
に包含されることは明白である。
【００７３】
　例えば、異なる数の磁極片付きの、またはより多くの電気的な巻き線または異なる形状
の固定子パックを有する固定子を有することが可能である。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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